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力を結集した挑戦
～今を生きる、共に生きる大会～

このたびの「第73回 全国造形教

育研究大会北海道大会」「第70回

全道造形教育研究大会札幌大会」

を、 あのよ うに開催で きた こと

は、本当に幸せなことであったと

思います。

「 “わたし"を 創 る～今を生き
る、 ともに生きる造形教育～」を
大会テーマに開催 いた しま した

が、全道・全国の仲間の支えな し

には成 しえない、 “新たな私たち
を創 る、今 を生 きる、共 に生 き

る"大会であったのではないか と
思っています。参カロされた全国の

方々か ら、開催できたことや研究

発表、提言等について高い評価を

寄せていただきました。誠に、嬉

しい限 りです。改めて、 この大会

のためにご尽力 してくださったす

べての方にだか ら感謝申し上げま

す。

当初は20H年 に札幌市を会場に

開催 した全国大会 をモデル とし

て、多くの授業公開・提言発表な

どを計画 していました。 しか し、

昨年 2月 頃か ら新型コロナウイル

ス感染症の影響を大きく受けはじ

め、学校教育は混乱 し、教育計画

そのものにも見通 しがもてない状

態にな りま した。そのよ うな中

で、千葉大会が中止 となり、本大

会の実施の可否の判断が迫 られた

わけですが、Z00Mに よるオンライ

ンでの大会を、北海道の私たちな

らできると確信 し、実施を決断 し

第73回全国造形教育研究大会北海ill大会

大会実イテ委員長 勝 田 真 塩
(札幌市立伏見中学校長)

ました。

実際には、初めてであるだけで

はな く、技術的な ことや運営方

法、経費なども分か らなかったの

ですか ら、無謀な判断であったと

いえるかもしれません。 しか し、
着手はこのような厳 しい状況であ

るか らこそ、北海道・札幌 として

大会開催に挑戦 し、全国の仲間と

繋が りたいと情熱に満ちていまし

た。

一斉休校や分散登校などの措置

がなされ、多くの行事や活動が中

止や縮減される中で、子供たちの

顔か ら笑顔が失われている様 を見

て、私たちは、図画工作や美術の

時間を楽 しく過 ごさせたい、現状

に負けたくないと、強 く願 ってい

たか らかもしれません。

研究部は、幼稚園か ら小学校、

中学校、高等学校、特別支援学級

での実践を、研究発表・提言発表

できるように夜間や休 日に何度 と

なくZ00Mや Goo91e Mee† 等で協議や

検討を重ねました。

WEB部 は、それぞれの矢口識 と技

術 をもちより、ま

た情報 を収集 しな

が らアイディアを

出し合い、 リハー
サルを重ねて当日

を迎えました。 り

ハーサルや打ち合

わせ を行 うたび

に、新たな課題が

明確になるため緊張感がありまし

た。

総務 ・会計部 は、すべて を支

え、実現するために渉外や調整、

緻密な準備に力を注ぎました。見

通 しが立ちにくい中では、臨機応

変な対応力と確実な事務が求め ら

れ、組織力が問われているようで

した。

大会を総括する研究集録部は、

皆様の思い出としても残るような

集録づくりを進めています。

各部が全力で、正に総力を結集

しての挑戦的な大会で した。

結びにな りますが、 この :年 10

か月の間、子供たちは行事や学習

活動、諸活動を十分には体験する

ことができないでいます。そのこ

とは、子供たちの学びと育ちに大

きな影響を与えているのではない

で しようか。今後、私たちは校種

を超えて子供たちの実態を的確に

把握 し、子供たちが造形活動を通

して喜び と感動を味わい、豊かな

学びを広げていくことができるよ

う一層工夫する必要があると考え

ます。私たち自身が「もっと」の

気持ちをこれか らももち、挑戦 し

続けていきたいと思います。
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このrが 感 じる=考ぇる=表す 造形活動
～造形的な見方 0考え方を豊かにする学びを通して～

今大会では、研究主題に “この子"を 位置付けることで、教師主体ではなく子どもを中′むとした
造形活動を目指 してきた札幌市造形教育連盟の主張を、より多くの参会者に伝えることができまし

た。研究発表では、幼稚園か ら小 。中学校、高等学校、特別支援学級 と学級 。校種の枠を越えた素

晴 らしい発表を行うことができました。 これまでにない形での大会で したが、大会に携わった全て

の方々に感謝を申し上げたいと思います。ありが とうございました !こ れからも「世界に一人 しか

いない “この子"」 のためのよりよい造形活動のために尽力して参 りたいと思います。

札幌市造形教育連盟研究部長  十亀 健 (札幌市立伏見小学校 )

札幌わかくさ幼稚園 鳥海 利織
成長を支える～子ども理解と関わり
5歳児・感性と表現に関する領域「表現」

「絵」の活動で手が止まる子を事例に、保育

者の見取 りや関わりを発表 しました。だが動
き「もっとかきたい !」 と変容していく過程に、

保育者のどのような働きかけがあったのか、幼

稚園での「評価」の視点に立って考えました。

北海道教育大学附属札幌小学校 三浦真奈美
この子が主体的に感じる=考 える=表す
小 5年『気持ちの形・色』

5年生の絵に表す題材の実践を通して、子ど
もの主体的な姿、その姿を引き出す教師の役割
について考えました。教師の意図的で総合的な

教材化と関わりによって生まれる子ども中心の

造形活動の在り方を考えました。

札 幌 市 立 円山小 学校  菊地  惟 史
「もっと |」 が生まれる題材を目指 して
小 3年『 これにかいたら… ?』

「教材化の工夫」の視点を中心に考えました。
CDの プラケースの「透明」「重なり」「変化」と
いった特徴に気付きながら、「こんなことも思い

付いた !も っと試してみたい !」 と「もっと !」

がつながり、広がっていく題材を目指しました。

札幌市立新陵中学校 市川 雅基
表現する活動を通して自分の生き方を考える授業の研究
中 1年『○○を表す私の手』

透明水彩を使って自分の「手」を絵に表現す
る活動を通して、中学校 3年間の目標や、生き
方について自分なりの主題を生み出し、だ豊か
に表現する題材です。自分の手を通して 3年間
の思いを膨らませ、生き生きと表現しました。

市 立 札 幌 平 岸 高等 学校  千葉  有造
「クリエイティブマネジメント・表現と言語化」
～普通科デザインアートコース
専門科目・2年 「素描」の授業実践から

コースの専門科目「索描」の実践です。専門

的な用語の理解と自己評価・相互講評等を通じ

て自身の目標設定や課題 (「 もっと」)を 発見
していく姿を考察していきました。

北海道造形教育連盟の研究主題はこちら

h††p://hokuzou.kir.jp/reseorch_subjeclo hlml

札幌市立栄西小学校 黒川 友理
「もっと !」 が生まれる、「いい 1」 を育む
小 5年『差し込んだ光から』

箱に開けた小さな穴か ら中をのぞいてみると、

差 し込んだ光か らどんな世界が広がっているの

かを、光 と材料、箱の中の奥行やバランスを考

えなが ら、表 したいことを思い付 くような構成

にしました。

札幌市立あいの里東中学校  久蔵 美 和 子
「もっと!」 があ、も、れる感じる=考える=表す造形活動
『音の絵』音楽を聰いて・特別支援学級の取組

発達の差や違いが大きい生徒が在籍する特別

支援学級で、 どの子も自信をもって表現できる
題材を考えました。子どもが「音楽」を聰き、

山のイメージの想像を広げ自分らしい形や色彩
などを考え、表現することを目標にしました。

札 幌 市 立 真 駒 内 中学校  伊 藤  彩 乃
形や色彩のイメージを膨らませる彫刻題材の研究～抽象表
現によるイメージの広がりから「もっと|」 を引き出す
中1年『未来に向かう自分～抽象的に表現しよう』

水彩絵の具を用いた “具体的な形やイメージ
に頼らない表現活動"を通 して表現の広がりを
体感し、「未来に向かう自分」をテーマとした

抽象的な彫刻表現に繋げていきました。
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進めた今回

の大会。短いですが、

各担当から感想をいた

だきました !

した。

も い



名寄市立名寄西小学校 栗林 友恵
造形的な見方・考え方を広げる
合科的な学習の在り方

音が鳴る材料に触れることで五感を通した発想
や構想を広げたり、音楽の学習で「森のたんけん

たい」の曲を扱い、「キツツキの音を表す楽器を

作るために、自然の材料を活用してみよう。」と

提案することから、曲想に合った音色やリズムを

表現するための楽器を製作したりするなど、合科
的に学習を行った実践について発表を行いました。

函館市立巴中学校 櫻井 純
身近に感じる美術を目指 して

各学年の授業を通して、自己表現の楽しさや

魅力を感じると共に、美術を身近なものに感じ

たり、普段の生活の中で美術が深く関係 してい

ることに気が付いたりすることで、自分の生活
をより豊かにするための様々な視点を育みたい

と考えています。苦手意識が強い生徒であって

も取り組みやすい授業を,ごがけました。

千歳市立北陽小学校 若林 朗子
児童が「もっとJを 自ら追求しようとする題材
構成の工夫

ステンシルの技法を使い、国語で学習した物語
「スイミー」の中で′じに残った場面を表す実践を

行いました。児童にとって既習の道具や材料、技
法、そして物語を活用できるようにしたことで、
一人一人が「もっと楽しく」「もっとすてきに」
「もっとヽヽっぱい」・̈ とぃった 「もっと」を週多売
させながら表し方の可能性を見出したり選んだり

することができるようにした実践です。

職 精絆鵬鵬締教撒 御離 更科 結希
「協働的な学び」がもたらす
「わたしの更新」を目指した授業の在り方について

表現領域を中′ミに、「協働的な学び」を位置付

けた題材や授業の構造化に着目し実践してきたい

くつかの事例を基に、生徒個人の造形的な見方や

考え方を拡充し、自律を促す投業の在り方につい

て発表いたします。また、ICTの 活用が「協働的
な学び」や「わたしの更新」にもたらした効果に

ついても紹介しました。

地区サークル紹介Υ鷺孫活ヌ話[ii.嗣

要領への移行に伴 う中学校の年間

指導計画の交流研修会をオンライ

ンで実施 ました。各校の計画を交

流する中で、 1年 生で全領域 を網

羅 しつつ各題材内容の充実を両立

しなければな らないという悩み等

を共有 したり、評価の観点 (評価

規準)に おける結果評価 と過程・

姿勢評価を分けて考える視点を議

論 したりすることができました。

また、図工・美術におけるICT活

用事例の交流では、メリッ トはそ

れに伴って現れる課題 (著作権等

の意識や造形活動に対する認識の

変化)を 考える等、沢山の学びが

ありました。

宗谷は図工・美術専科の教員が

少なく、免許外で日々奮闘 してお

られる先生方がたくさんい らっし

ゃいます。宗造研は今後も北海道

造形教育連盟 との窓口となり、美

術教員以外にも研修会参カロを広 く

呼びかけ、研究成果や蓄積 した資

料 を活用 しなが ら様々な活動を進

めていきたいと思います。

全国大会を兼ねた全道札幌大会を終え、ホッと一息ついたころにこの連盟報が届き、振り返られるようになれば…と

思い作成しました。限られた紙面の中で紹介するのは難 しかったですが、たくさんの先生にご協力いただき、お言葉を

いただくことができました。ありがとうございました。
<北海道造形教育連盟 広報部> 黒 川 友 理・篠 原   貴・濱 口 裕 子


